









〈編 集 後 記〉
低温 セソターだよ り102号をお届 け します。
本号では、巻頭言 と談話室 に期せず して低温 センターと利用者 の関係、その今昔が載 ること
とな りました。二 つは特 に関連 した内容ではないのですが、なにかを考えさせ られた読者 の方
もい らっしゃたのではないで しょうか。今、大学は大変な時期にあるといわれています。他人
事ではなく、 自身1大 学関係者 としてそ う実感 してい ます。色々とあるか と思いますが、シス
テムその もの問題は必ず話題にな り、最 も難 しい問題ではないで しょうか。先輩の方 々が苦労
して作 り上げ、発展 させて きた システムの中で現在の私たちは動 いています。 これ まではその
システムで うま くいっていた。色々問題 があった としても昔はよかった、 しか しこれか らは ど
うもそ うではないようであ る。 さて、低温セ ソターだよりも既 に100号を越 えたいま、創刊当
時の意図が どこにあったのかを知 る人 も少な くなった と思います(恥 ずか しながら私 もその1
























極低温超高真空走査型プローブ顕微鏡の研究開発 …….工学研究科 菅原 康弘
中性子散乱による蛋白質動力学の研究 理科研究科 片岡 幹雄
Sm、Fe、7凡ボンド磁石 一実角化をめざして一 ……… 工学研究科 町田 憲一
足立 吟也
談話室







表紙説明:走 査型プローブ顕微鏡で用いている慣性駆動方式 による移動機構。㎜オー ダーの稗動距離 を
もちながら、Aオ ーダーの位置決め精度 を有す る。(本文p.2参照)
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